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令和３年度交野市大字倉治財産区会計決算審査

意見書の提出について

　地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき、審査に付された令和３年度

交野市大字倉治財産区会計決算を審査した結果、次のとおり意見を提出する。



Ⅰ．審査の対象

　　令和３年度交野市大字倉治財産区会計歳入歳出決算

　　令和３年度交野市大字倉治財産区会計歳入歳出決算事項別明細書

　　令和３年度交野市大字倉治財産区会計実質収支に関する調書

　　令和３年度交野市大字倉治財産区財産に関する調書

Ⅱ．審査の期間

　　令和４年６月３日(金)

Ⅲ．審査の概要

　　地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき、審査に付された令和３年度交野市大字

　倉治財産区会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関す

　る調書並びに関係諸帳簿により決算計数の正確性、収入支出の合法性について通常実施

　すべき審査手続を実施し、また、予算執行状況について関係者から説明を聴取し、予算

　執行の的確性等について審査した。

Ⅳ．審査の結果及び意見

　　審査に付された令和３年度交野市大字倉治財産区会計歳入歳出決算書、同事項別明細

　書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書は関係法令に準拠して作成され、決算

　計数は関係諸帳簿と照合した結果誤りのないものと認めた。

　　なお、決算状況及び意見は次のとおりである。



交野市大字倉治財産区会計

（歳　入）

213 0.4 130 0.2 61.0 130 0.2 61.0 100.0 0 0.0 

29,297 50.0 29,460 48.1 100.6 29,460 48.1 100.6 100.0 0 0.0 

10,000 17.0 10,000 16.3 100.0 10,000 16.3 100.0 100.0 0 0.0 

19,000 32.4 19,994 32.7 105.2 19,994 32.7 105.2 100.0 0 0.0 

100 0.2 1,646 2.7 1,646.0 1,646 2.7 1,646.0 100.0 0 0.0 

58,610 100.0 61,230 100.0 104.5 61,230 100.0 104.5 100.0 0 0.0 

　となっている。科目別の内容を見ると、議会費は議員報酬、総務費は倉治公民館賃貸借料、財産区管理

（歳　出）

2.1 1.6 44.2 2.7 55.8

92.5 98.4 60.9 84.6 39.1

5.4 0.0 0.0 12.7 100.0

100.0 100.0 57.2 100.0 42.8

予 備 費 3,180 0 3,180

(単位　千円）

33,022総 務 費 54,230

金 額

21,208

構成比 %

(単位　千円）

雑入となっている。

予 算 現 額

金 額 金 額

収 入 済 額

合 計 58,610 33,552 25,058

議 会 費 1,200 530 670

予算現額
に対する
比率　 %

構成比 %

　　歳出決算額は33,552千円で予算現額に対する比率は57.2％となっている。不用額は25,058千円でその

金 額 構成比 %

不 用 額支 出 済 額予 算 現 額  　　区　　分

予算現額
に対する
比率　 %

金 額構成比 %
 　　科　　目

合 計

３．歳出の概要について

繰 越 金

繰 入 金

　補助金、各基金積立金となっている。

諸 収 入

　主なものは議会費の旅費、使用料及び賃借料、総務費の工事請負費、負担金・補助及び交付金、予備費

使 用 料 及 び 手 数 料

 　　科　　目

予算現額
に対する
比率　 %

調定額に
対する
比率    %

財 産 収 入

  　　区　　分

金 額 構成比 %
予算現額
に対する
比率　 %

収 入 未 済 額

構成比 %

　土地貸付料及び基金預金利子、繰入金は財産区基金繰入金、繰越金は前年度からの繰越金、諸収入は

　　本年度の歳入決算額は61,230千円で予算現額に対する比率は104.5％、調定額に対する比率は100.0％

　となっている。

調 定 額

金 額

　　科目別の内容を見ると、使用料及び手数料は携帯基地局土地使用料及び土地占有料等で、財産収入は

調定額に
対する
比率    %

２．歳入の概要について

　　本年度の歳入総額は61,230千円で歳出総額は33,552千円となっている。実質収支は27,678千円の黒字で

　単年度収支は7,684千円の黒字となっている。

１．収支の概要について
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（歳　入）

３年 ２年 ３年 ２年 ３年 ２年 ３年 ２年

130 98 0.2 0.2 61.0 158.1 132.6 -

29,460 28,715 48.1 64.2 100.6 91.8 102.6 97.6

19,994 14,113 32.7 31.5 105.2 141.1 141.7 108.5

1,646 1,837 2.7 4.1 1,646.0 1,837.0 89.6 115.5

10,000 0 16.3 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

61,230 44,763 100.0 100.0 104.5 87.0 136.8 69.9

（歳　出）

３年 ２年 ３年 ２年 ３年 ２年 ３年 ２年

530 530 1.6 2.1 44.2 44.2 100.0 92.7

33,022 24,239 98.4 97.9 60.9 56.0 136.2 49.1

0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 

33,552 24,769 100.0 100.0 57.2 48.1 135.5 49.6

　694,496.75㎡となっている。

　基金も積立により1,281千円増額となり、年度末現在高は2,227,200千円となっている。

  款    別

交野市大字倉治財産区会計　参考資料

(単位　千円）

合 計

繰 入 金

構 成 比 % 予算現額に対する比率 %

財 産 収 入

繰 越 金

諸 収 入

前 年 度 に 対 す る 比 率 %

４．財産の概要について

　　本年度における財産の状況は、土地については売買等による増減はなく、年度末現在高は92筆

　　基金については、財産区基金は取り崩しにより9,971千円減額となり、年度末現在高は1,756,030千円、

　山地防災対策事業基金は積立により111千円増額となり、年度末現在高は37,639千円、水環境対策事業

決 算 額 予算現額に対する比率 %

５．むすび

(単位　千円）

決 算 額 前 年 度 に 対 す る 比 率 %

区分・年度

区分・年度

構 成 比 %

使 用 料 及 び 手 数 料

　　　　また、契約書の管理について徹底されたい。

  款    別

　　・　財産区管理補助金に係る契約における業者選定において、一部慣例的に業者選定をされており、

議 会 費

　　　今後相見積もりをとるなど検討されたい。

予 備 費

合 計

総 務 費
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